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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店

「森の寛ぎ」空間を創出
　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭
園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路
樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅
田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおら
かさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自
然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間
を創出した。
　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭
園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中
にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と
視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を
組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。
　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニー
は、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行
寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。
　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全
体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。
撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
鈴木　雅史（すずき・まさし）
2003年 早稲田大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門課長

沢田　拓郎（さわだ・たくろう）
2015年 日本大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号
用　　途：ホテル
建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社
敷地面積：3,201㎡
建築面積：2,247㎡
延床面積：13,762㎡
構造規模：S造、地上8階
工　　期：2017年3月～2018年4月
（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）
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大
阪
の
近
代
に
お
け
る
貸
家
の
約
九
割
が
木
造

長
屋
で
、
市
民
は
そ
の
長
屋
の
風
景
に
人
の
営
み

を
感
じ
と
っ
て
き
た
。
近
年
は
、
若
者
が
長
屋
の

魅
力
に
気
付
き
、
面
白
が
っ
て
長
屋
を
お
店
と
し

て
活
用
し
、
そ
の
文
化
を
発
信
し
つ
つ
あ
る
。
今
回

は
、
都
島
区
に
あ
る
洋
風
長
屋
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

大
阪
市
都
島
区
の
西
側
に
は
、
藤
田
美
術
館
や

料
亭
の
太
閤
園
、毛
馬
桜
ノ
宮
公
園
な
ど
が
あ
り
、

ま
ち
と
し
て
魅
力
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
太
閤
園
の
す
ぐ
北
側
に
あ
る

の
が
網
島
町
の
洋
風
長
屋
だ
。
建
物
は
高
低
差
の

あ
る
敷
地
に
計
画
さ
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
地
下
一
階
、
木
造
の
地
上
二
階
建
て
で
、
六
軒

長
屋
と
し
て
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
建
て

ら
れ
た
。
こ
こ
で
使
う
洋
風
と
は
、
意
匠
に
お
け

る
模
倣
の
こ
と
で
、
外
壁
の
大
壁
で
あ
っ
た
り
仕

上
げ
等
を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
面
白
い
。

　

大
阪
市
の
長
屋
住
宅
は
、
昭
和
六
三
年
（
一
九

八
八
年
）
に
一
八
万
戸
以
上
あ
っ
た
が
、
都
市
の

不
燃
化
と
集
積
化
に
伴
い
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
や
鉄
骨
造
の
集
合
住
宅
等
に
置
き
換
わ
り
、
平

成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
年
）
に
は
つ
い
に
五
万
戸

を
切
っ
た
。
居
住
者
及
び
所
有
者
の
多
く
が
高
齢

化
し
、
今
後
の
維
持
管
理
に
課
題
が
残
る
。

　

大
阪
の
長
屋
の
風
景
は
ま
ち
の
顔
と
も
言
え
る
。

そ
の
表
情
で
あ
る
ご
近
所
付
き
合
い
や
、
助
け
合

い
の
精
神
、
鉢
植
え
に
よ
る
緑
化
貢
献
な
ど
、
庶

民
の
素
晴
ら
し
い
文
化
が
根
付
い
て
お
り
、
都
心

部
の
長
屋
で
は
、
減
少
の
下
げ
止
ま
り
傾
向
も
あ

る
と
い
う
。
色
濃
い
昭
和
の
懐
か
し
い
文
化
に
、

若
者
に
よ
る
新
し
い
大
阪
長
屋
文
化
を
再
び
開
花

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

  

活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

副
会
長　

上
田
茂
久

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
社
会
情
勢
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
建
築

士
会
の
活
動
も
、
三
密
を
避
け
る
た
め
行
動
が
制

限
さ
れ
理
事
会
、
部
門
会
議
、
委
員
会
等
の
会
議

は
書
面
開
催
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
長
引
き
そ
う
で
先
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
や
っ
て
い
く
こ

と
が
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
こ
ん
だ
時
に
元
に
戻
れ

る
一
番
の
近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

　

建
築
士
会
の
活
動
は
、
今
ま
で
地
震
や
台
風
等

の
災
害
時
に
、
応
急
危
険
度
判
定
や
罹
災
証
明
判

定
等
で
建
築
技
術
者
と
し
て
現
地
に
赴
き
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
に
お
い
て
も
建

築
相
談
、
耐
震
診
断
、
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
、

鑑
定
等
で
地
道
に
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
活
動
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
、
委
員

会
活
動
を
通
じ
て
会
員
ど
う
し
で
交
流
・
親
睦
を

持
ち
、
互
い
に
経
験
・
勉
強
を
積
み
、
建
築
士
と

し
て
の
倫
理
を
身
に
着
け
て
、
そ
れ
を
社
会
に
発

信
し
て
い
く
社
会
貢
献
活
動
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

活
動
は
、
社
会
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
自
身
の

仕
事
に
も
プ
ラ
ス
と
な
り
、
充
実
し
た
社
会
生
活

の
基
盤
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一
時
的
に
は
対
面
で
の
活
動
は
控
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
が
、
委
員
会
活
動
に
参
加
し
、
活
動

の
輪
を
広
げ
、
安
心
で
安
全
な
社
会
を
創
り
ま

し
ょ
う
。
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

INFORMATION

　　　建築企画課　
　　　福祉のまちづくり推進グループ　
　　　Tel.06-6941-0351 内4331・4332

関西学院周辺景観地区の指定及
び施行について（西宮市）

緑豊かでゆとりある閑静な住宅地を保全、育成
していくため兵庫県西宮市の関西学院上ケ原
キャンパス周辺を都市計画の地域地区のひと
つである景観地区に指定しました。令和2年6
月1日より、建築物の新築、増築、改築、移設、
外壁の塗り替え等や工作物の新設、開発行為
等を行う場合は申請が必要となります。
詳細については、下記URLを参照下さい。
https://www.nishi.or.jp/kotsu/keikan/
keikanchiku/keikantiku.html
問合　西宮市政策局都市計画部
　　　都市デザイン課
　　　地区まちづくり支援チーム
　　　Tel.0798-35-3688 

沖縄慰霊の日を考える戦争遺構の
幻燈上映会
6/20

沖縄に残されている戦争遺構をスライドで見な
がら平和と戦争について語り合いたいと思い
ます。
日時　6月20日（土）　11:00〜
会場　堺市立東図書館
　　　南海高野線北野田駅前アミナス4階
講師　柴田正己
問合　Tel.090-4289-1492

『島之内』。かつては歌舞伎役者や文化人が
住み、住友家住宅もあった“粋なまち”の過去を
知り、現在を見つめる“まち歩きツアー”です。途
中、大阪ミナミで唯一残る“お茶屋”さんでお茶
屋建築にも触れていただきます。多くの方のご
参加をお待ちしております。見学会後にワイン
醸造所で懇親会を行います（希望者のみ）。
日時　6月6日（土）　14：00〜17：00　
集合　国立文楽劇場前
　　　13：30より受付開始
定員　40名（定員に達し次第締切）
参加費　会員・ヘリテージマネージャー1,500円
　　　　会員外2,000円

第63回建築士会全国大会
広島大会
11/14

今年の建築士会全国大会は、広島で開催し
ます。会員には大会登録料5,000円を補助し
ます。
テーマ　新しい時代へ ものがたりをつなごう
日程　11月14日（土）　
会場　広島グリーンアリーナ
※全国建築士フォーラム、第11回まちづくり賞

発表会&公開選考会、全国ヘリテージマネー
ジャーネットワーク協議会総会は11月13日

（金）に実施。
※地域交流見学会（エクスカーション）は11月

15日（日）に実施。
申込　建築士5月号P33の参加申込書に必

要事項をご記入の上、本会事務局に7
月31日（金）までにご提出下さい。

※大会の詳細は「建築士5月号」をご覧下さい。

大阪府福祉のまちづくり条例が改
正されました。

ホテル等のバリアフリー化に関する下記の規
定の改正を行いました。
①一般客室におけるバリアフリー化の促進
②車椅子使用者用客室の更なるバリアフリー化
③バリアフリー情報の公表
詳細は大阪府ＨＰで「おおさかのあたりまえ」を
検索、そのページ内のTopics「大阪府福祉の
まちづくり条例・規則を改正しました！」をご覧くだ
さい。
担当　大阪府住宅まちづくり部建築指導室

※10/1（木） 大阪国際会議場 200名
※10/15（木） 大阪国際会議場 200名
　11/4（水） 大阪国際会議場 440名
　11/17（火） 大阪府建築健保会館 55名
　12/16（水） 大阪国際会議場 200名
※12/18（金） 大阪府建築健保会館 55名
▼DVD講習
日程・会場・定員
※7/30（木） 大阪府建築士会 20名
※9/18（金） 大阪府建築士会 20名
※11/19（木） 大阪府建築士会 20名
　12/23（水） 大阪府建築士事務所協会 10名
時間　9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所
（平成29年度受講者には、直接申込書を郵
送しています。）
大阪府建築士会及び大阪府建築士事務所
協会事務局で配布。
建築技術教育普及センターHPからダウン
ロード

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
7/1、9/4　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講ください。
日程　7月1日（水）、9月4日（金）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

建築士の会「大阪市東」地域企画
中央区島之内まち歩きツアー
6/6　CPD3単位

大阪経済の中心地“船場”の南側にあり、大阪
財界の支援を受けながら大阪文化を育んだ町

新型コロナウイルス感染および拡大防止の観
点から、各事業は中止または延期する場合があ
ります。あらかじめご了承ください。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、建築構造の学識者や実務者で構成
する「建築物耐震評価委員会」を組織し、平成
26年1月より建築物耐震評価業務を実施して
おります。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（委員会開催）
　原則として毎月1回開催

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
7/30、8/7、8/24、9/18、9/29、10/1、10/15、
11/4、11/17、11/19、12/16、12/18、12/23
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
なお、新型コロナウイルスの影響で6月の講座
は中止となりました。今後、感染防止対策として
定員を減らして下記の日程で開催します。
▼対面講習
日程・会場・定員
※8/7（金） 大阪国際会議場 440名
※8/24（月） 大阪YMCA会館 120名
　9/29（火） 大阪府建築健保会館 55名

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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4/ 27 連合会総務企画委員会（WEB会議）
5/ 12 大阪府収用委員会
5/ 15 正副会長会議
5/ 20 定時総会
5 /22 連合会総務企画委員会（WEB会議）

＊連合会 : 日本建築士会連合会

5月20日に定時総
会を開催し、総正
会員数 2,469 名に
対して 1/3 以上と
なる 978 名（うち
委任状 917 名）の
出席で定款第 17
条に照らして成立
しました。

◇会長所信
会長は、ICT 社会に適応した建築士会
を目指し、委員会の会議方法や講習シス
テム及び事務局業務等の電子改革を進
め、また全会員のメールアドレスによる
情報提供の方式を構築することなどを推
進し、会員の利益の増進を図ることを表
明されました。
◇第 1号議案（令和元年度事業報告）
本会が令和元年度に実施した公益目的事
業、収益事業、その他事業について、運
営・研修・事業・建築表彰・建築情報・
社会貢献の 6つの常設部門別に活動内容
を報告し、承認されました。
◇第 2号議案（令和元年度財務報告）
令和元年度の収支決算は、会費収入及び
登録閲覧事務、定期講習、建築物耐震評
価業務、国庫補助事業などの事業収支が
堅調に推移したことにより、当初予算に
対して約 118 万円の黒字になりました。
令 和 元 年 度の正 味 財 産 期 末 残 高は
51,894,306円を報告して承認されました。
さらに、公益法人の運営条件として、法
律で定められた下記の 3つの条件の全て
を満たしており、健全な財務運営がなさ
れていることを報告しました
①公益目的事業比率が 50% 以上（令和

元年度は 86%）
②公益目的事業の各収支が全てマイナス
③公益目的事業収支に収益事業収支の

50%を加えてもマイナス
◇第 3号議案（令和 2年度役員選任）
理事・監事候補者選考委員会から推薦さ
れ、理事会で承認された理事候補者 23 名、
監事候補者1名が総会において選任され、
令和 2 年度の役員構成は理事 46 名、監
事 2 名となりました。
なお、総会に伴う式典・講演会・懇親会
は、新型コロナウイルス感染防止対策に
より中止しました。

 

本会会長の岡本森廣氏（㈱全日本コンサ
ルタント）が 4 月 29 日に旭日小綬章の
叙勲を受章されました。
氏は 45 年以上に亘り建築設計業務に精
励するとともに、昭和 50 年に本会に入
会され、昭和 63 年に理事、平成 17 年に
副会長、平成 24 年に会長に就任し、長
きに亘り本会を通して建築社会の発展に
尽力されています。
会長就任後は、公益社団法人への移行を
はじめ、建築物の耐震化促進業務、被災
建築物応急危険度判定支援、歴史的建造
物の保全・活用のヘリテージ活動等の社
会貢献活動にも力を注ぎ、府内 43 市町
村の首長等と毎年面談して行政との連携
の強化を図られています。
また、平成 26 年から日本建築士会連合
会の副会長および 2 府 4 県の建築士会で
構成する近畿建築士会協議会の代表会長
を務められています。

本会副会長の上田茂久氏（㈱上田茂久・

建築設計工房）が 4 月 29 日に、黄綬褒
章を受章されました。
氏は 40 年に亘り建築設計業務に精励す
るとともに、昭和 61 年に本会に入会さ
れ、平成 7 年の理事就任時に発生した阪
神・淡路大震災では、本会建築士の応急
危険度判定活動を中心的に牽引されまし
た。平成 12 年には総務委員長に就き、
委員会等の統合などの機構改組による運
営形態のスリム化を実現し、平成 18 年
の副会長就任後は、団体運営を担う運営
執行部の重責にあって、適確な指導によ
り本会の発展に尽力されています。

令和 2 年建築士試験の受験申込の受付を
4 月 20 日に締め切りました。今年は新
型コロナウイルス感染防止のため、本会
事務局における対面受付が中止となり、
東京の建築技術教育普及センター本部が
行う郵送又はインターネットによる受付
のみとなり、受験申込者数は下記の通り
です。また、今年から受験時の実務経験
が不要となり、実務経験は試験の前後に
関わらず、試験合格後の免許登録時まで
に積んでいればよいことになりました。
一級建築士学科試験の受験者数が昨年
よりも全国で 7,000 人強増加している原
因は、その影響と思われますが、二級建
築士学科試験の受験者数は減少しており
ます。
◇一級建築士試験受験申込者数　（人）

学科 7/12  製図 10/11 昨年比較
学科 製図 学科 製図

大阪 3,361 477 +724 +70
全国 40,219 5,647 +7,287 +812

◇二級建築士試験受験申込者数　（人）
学科 7/5  製図 9/13 昨年比較

学科 製図 学科 製図
大阪 1,756 426 125 +105
全国 22,590 5,113 1,351 +1,019

◇木造建築士試験受験申込者数　（人）
学科 7/12  製図 10/11 昨年比較

学科 製図 学科 製図
大阪 90 4 +9 1
全国 685 77 2 +11

動静レポート

総会は出席者の離間距離を確保して実施
岡本会長

会長動静

令和 2 年建築士試験の申込状況

運営部門 

令和 2 年度定時総会の開催

運営部門

岡本森廣会長が旭日小綬章の叙勲を
受章

運営部門 

上田茂久副会長が黄綬褒章を受章

運営部門 
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Gallery 建築作品紹介 シオノギ教育研修センター PORT 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

社員のキャリア開発と人材交流を促進して、共有意識や使命感を高める
企業力向上型の研修施設である。多種多様な人材が乗り込み、ともに困
難を乗り越え、世界を切り開いていくこの建築を、神崎川に浮かぶ「シ
オノギファミリーの方舟」に見立て、人と組織の成長を好循環させるこ
とを目指した。豊かな外構を囲んだ L 型分棟配置とし、学ぶところと
住まうところを分け、自然とモードチェンジができるように配慮した。
研修棟は人が集まる一体感だけではなく、適度な距離感のある大らかな
空間構成とし、宿泊棟は長期滞在者でも健康的で落ち着いた個の環境が
得られるようにスケールを抑えた空間構成とした。　　　　（佐藤達保）

所 在 地：兵庫県尼崎市
用　　途：研修所・寄宿舎
竣　　工：2019.11
構造規模：S 造 3 階・
　　　　　RC 造 4 階
敷地面積：11,809.19㎡
建築面積：2,742.80㎡
延床面積：6,787.23㎡
写　　真：平井広行
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

も
う
こ
れ
で
見
納
め
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
今

年
の
二
月
下
旬
、
前
川
國
男
の
戦
後
の
代
表
作
の

一
つ
で
あ
る
東
京
の
世
田
谷
区
民
会
館
・
区
庁
舎

を
久
方
ぶ
り
に
訪
ね
た
。
続
く
三
月
に
発
表
さ
れ

た
「
世
田
谷
区
本
庁
舎
整
備
実
施
設
計
概
要
」
に

よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
度
中
に
工
事
施
工
者
を
決

定
し
、
解
体
工
事
に
着
手
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
最
新
の
区
公
報
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
対

応
で
、
施
工
者
選
定
の
た
め
の
入
札
公
告
は
見
送

ら
れ
、
そ
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て

い
る
。
実
は
、
解
体
工
事
に
先
立
ち
、
区
民
会
館

で
六
〇
年
営
業
を
続
け
て
き
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
け

や
き
」
の
三
月
末
閉
店
を
知
り
、
そ
の
姿
も
見
届

け
た
い
と
思
い
立
ち
、
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
る
。

　

渋
谷
駅
か
ら
東
急
田
園
都
市
線
に
乗
車
し
て
五

分
、
三
軒
茶
屋
で
降
り
、
住
宅
街
の
中
を
二
両
編

成
で
走
る
路
面
電
車
の
世
田
谷
線
に
乗
り
換
え
て
、

五
分
で
松
陰
神
社
前
に
到
着
す
る
。
駅
前
の
小
さ

な
商
店
街
と
住
宅
街
を
抜
け
る
と
視
界
が
開
け
、

欅
並
木
の
向
こ
う
に
水
平
の
大
庇
を
持
つ
区
民
会

館
と
奥
の
公
会
堂
、
右
手
に
五
階
建
て
の
区
庁
舎

か
ら
な
る
一
群
の
建
物
が
見
え
て
く
る
。
冬
枯
れ

の
欅
並
木
は
寒
々
し
く
、
建
物
も
必
ず
し
も
健
全

な
状
態
に
保
た
れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
あ
ち
こ

ち
に
傷
み
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
都
内
で
は
珍
し

い
低
層
の
区
庁
舎
と
公
会
堂
が
中
庭
を
囲
む
落
ち

着
い
た
た
た
ず
ま
い
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の

力
強
い
表
情
は
変
わ
ら
ず
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

区
民
会
館
と
区
庁
舎
が
一
体
と
な
っ
た
こ
の
建

物
は
、
一
九
五
七
年
に
都
内
の
区
と
し
て
は
初
の

指
名
コ
ン
ペ
で
建
設
さ
れ
た
。指
名
さ
れ
た
の
は
、

日
建
設
計
、
佐
藤
武
夫
、
山
下
寿
郎
、
前
川
國
男

の
四
者
で
あ
り
、
建
築
関
係
の
審
査
員
は
、
今
井

兼
次
、
岸
田
日
出
刀
、
武
藤
清
、
谷
口
吉
郎
が
務

め
た
。
求
め
ら
れ
た
の
は
、
約
一
三
〇
〇
席
の
公

会
堂
、
集
会
室
・
図
書
館
・
結
婚
式
場
・
食
堂
等

か
ら
な
る
区
民
会
館
と
区
庁
舎
で
あ
る
。
審
査
の

結
果
、
前
川
案
が
選
ば
れ
、
二
期
に
わ
た
っ
て
建

設
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
六
〇
年
が
経
つ
。

　

そ
の
間
、
保
存
活
用
か
解
体
新
築
か
を
め
ぐ
る

幅
広
い
議
論
が
十
五
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
き
た
。

背
景
に
は
、
こ
の
建
物
の
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま

い
と
、
住
宅
地
に
溶
け
込
む
好
ま
し
い
ス
ケ
ー
ル

感
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
風
景
へ
の
愛
着
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
う
し
て
、
日
本
建
築
家

協
会
世
田
谷
地
域
会
と
市
民
有
志
に
よ
っ
て
、
作

家
の
林
望
や
映
画
監
督
の
篠
田
正
浩
ら
を
交
え
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
見
学

会
な
ど
が
五
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
筆
者

も
何
度
も
議
論
に
加
わ
っ
た
。
会
場
に
地
元
在
住

の
神
谷
宏
治
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
こ
と
も
懐
か
し

い
。
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
と
日
本
建
築
家
協

会
関
東
甲
信
越
支
部
か
ら
保
存
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、D

O
CO

M
O

M
O

Japan

に
よ
り
、
日
本
を

代
表
す
る
近
代
建
築
に
も
選
ば
れ
た
。

　

し
か
し
、
世
田
谷
区
は
、
本
庁
機
能
の
集
約
化

と
防
災
拠
点
の
整
備
と
い
う
基
本
方
針
を
取
り
ま

と
め
、
公
会
堂
の
客
席
と
舞
台
だ
け
を
保
存
活
用

し
、
残
る
区
民
会
館
と
区
庁
舎
の
八
割
を
す
べ
て

取
り
壊
し
、
現
在
の
約
三
倍
の
規
模
と
な
る
延
床

面
積
約
三
万
九
千
㎡
、
地
上
一
〇
階
、
高
さ
約
四

五
m
の
新
庁
舎
を
建
設
す
る
決
定
を
下
し
た
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
住
宅
街
の
閑
静
な
環
境
に
は

過
剰
な
今
回
の
改
築
に
よ
っ
て
、
程
よ
い
建
物
の

ス
ケ
ー
ル
感
は
失
わ
れ
、
中
庭
の
雰
囲
気
も
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
良
い
方
向
に
計
画
は
修

正
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
前
川
の
下
で
設
計

チ
ー
フ
を
務
め
た
鬼
頭
梓
（
一
九
二
六
〜
二
〇
〇

八
年
）
が
竣
工
時
に
記
し
た
次
の
文
章
に
、
こ
の

建
物
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が
読
み
取
れ
る
。

「
親
し
み
や
す
い
空
間
を
創
り
た
い
。
ち
ょ
う
ど

四
年
前
、は
じ
め
て
こ
の
設
計
に
手
を
つ
け
た
時
、

最
初
に
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
大
き

な
も
の
、
立
派
な
も
の
、
美
し
い
も
の
、
そ
れ
ら

は
私
た
ち
建
築
家
が
誰
で
も
求
め
て
や
ま
な
い
も

の
だ
。だ
が
曽
て
、そ
れ
ら
が
権
力
の
象
徴
で
あ
っ

た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
き
い
こ

と
、
立
派
な
こ
と
、
美
し
い
こ
と
が
悪
い
の
で
は

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
問
題
は
も
っ
と

異
な
っ
た
側
面
に
あ
る
。
そ
れ
は
＂
誰
の
た
め

の
建
物
か
＂
と
い
う
点
か
ら
出
発
す
る
。（
中
略
）

建
築
は
必
ず
そ
の
外
に
も
内
に
も
空
間
を
創
り
出

す
。大
切
な
こ
と
は
建
築
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、

こ
の
空
間
だ
と
い
う
こ
と
。
建
築
は
空
間
を
創
る

た
め
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
空
間

は
人
間
の
た
め
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の

人
間
こ
そ
私
た
ち
で
あ
り
、
市
民
で
あ
り
、
民
衆

で
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。」（「
平
地
計
画
の
こ

と
な
ど
」﹃
建
築
文
化
﹄
一
九
六
一
年
五
月
号
）

　

続
い
て
、
鬼
頭
は
、
こ
の
建
物
の
設
計
方
法
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

「
前
面
道
路
か
ら
裏
側
の
道
路
ま
で
連
な
る
広
場
、

そ
の
中
途
に
お
か
れ
た
ピ
ロ
テ
ィ
ー
の
右
に
庁

舎
、
左
に
区
民
会
館
の
入
口
と
い
う
配
置
は
、
い

わ
ば
、
道
路
に
囲
ま
れ
た
広
場
の
一
隅
に
ホ
ワ
イ

エ
、
一
隅
に
役
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
お
く
と
い
っ

た
気
持
だ
っ
た
。（
中
略
）
道
路
が
ひ
ろ
が
り
、

ふ
く
れ
あ
が
り
、
の
び
て
い
っ
て
広
場
と
な
り
、

ま
た
道
路
へ
と
連
な
っ
て
ゆ
く
。
二
つ
の
建
物
と

ピ
ロ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
欅
と
潅
木
に

囲
ま
れ
、ベ
ン
チ
の
お
か
れ
た
そ
の
広
場
を
、人
々

は
通
り
抜
け
、
吹
き
溜
り
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
に

溜
り
、
子
供
は
遊
び
ま
わ
る
。
区
役
所
や
区
民
会

館
に
来
る
人
た
ち
と
、
直
接
関
係
の
な
い
こ
ん
な

こ
と
が
、
い
か
に
も
大
切
な
こ
と
に
お
も
え
て
く

る
の
で
あ
る
。」

　

何
も
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
身
近
な
生
活

環
境
を
見
直
そ
う
と
す
る
意
識
も
高
ま
り
つ
つ
あ

る
中
で
、
今
一
度
、
こ
の
戦
後
に
育
ま
れ
た
都
市

の
広
場
の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
ほ
し
い
。

区庁舎中央の玄関ホール。壁画デザインは大沢昌助。

中庭から見る区庁舎（左）と区民会館

世田谷区民会館・区庁舎  1959・60年
戦後に育まれた都市の広場の行方

記憶の建築
松隈　洋
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審
査
総
評

建
築
人
賞
審
査
委
員
長　

乾　

久
美
子

　

去
年
に
引
き
続
き
、
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
は
、
現
地
を
拝
見
す
る
予
定
で
審

査
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
直
前

に
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
設
計
者
、
お
施

主
様
、
士
会
の
事
務
局
の
方
々
に
は
現
地
審
査
の

日
程
調
整
の
ご
面
倒
だ
け
を
お
か
け
す
る
結
果
に

な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
も
建
築
人
の
紙
面
か
ら
気
に
な
る

作
品
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
紙
面
だ
け
で
は
読
み

取
り
に
く
い
情
報
を
、
追
加
資
料
と
し
て
Ａ
４
の

フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
て
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
部
門
は
去
年
と
同
様
に
、
実
力
派
の
組
織
設

計
・
ゼ
ネ
コ
ン
設
計
部
の
作
品
に
圧
倒
的
な
迫
力

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
建
築
人
賞

と
し
て
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
子
供
た

ち
の
た
め
の
小
さ
な
空
間
で
し
た
。

　

規
模
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
違
う
作
品
を
比
較
す
る

の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
多
様
な
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
一
堂
に
並
べ
て
比
較
す
る
と
、
単
純
な
も

の
の
ほ
う
が
好
ま
し
く
感
じ
、
巨
大
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
む
し
ろ
不
利
に
な
る
傾
向
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
パ
ッ
と
わ
か
る
楽
し
さ
が
あ
る
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
も
の
は
一
種
の
バ
イ
ア

ス
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
選
定
の
際
に

注
意
を
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
結
果
と
し
て
予
算

規
模
が
比
較
的
小
さ
い
こ
ど
も
の
施
設
を
選
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
達
の
た
め
の
極
小

の
空
間
が
単
純
さ
が
か
え
っ
て
目
立
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
供
の
空
間
が
根
源
的
な

も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
そ
こ
に
生
き
生
き
と
し
た
建
築
の
は
じ
ま
り

の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

住
宅
部
門
は
、
穏
や
か
で
着
実
な
作
品
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
形
と
と
も
に
育
ま
れ

た
豊
か
な
住
環
境
に
位
置
す
る
作
品
や
、
古
墳
が

目
の
前
と
い
っ
た
作
品
が
あ
り
、
関
西
圏
ら
し
い

文
化
の
厚
み
を
感
じ
、
興
味
深
く
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

去
年
と
同
様
に
気
に
な
っ
た
の
は
、
若
い
作
家

の
応
募
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
関
西
圏
は
若
手
の

作
家
が
と
て
も
多
い
エ
リ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
若

い
作
家
の
作
品
の
面
白
さ
は
、
設
計
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
敷
地
や
設
計
の
与
件
で
す
。
か
つ
て
の
工

業
地
帯
な
ど
、
こ
れ
ま
で
建
築
家
の
作
品
が
な

か
っ
た
よ
う
な
文
脈
の
場
所
に
、
お
も
し
ろ
い
住

宅
や
作
品
が
出
来
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
も

の
も
掲
載
さ
れ
る
と
、
紙
面
が
よ
り
い
っ
そ
う
活

気
に
あ
ふ
れ
、
大
阪
や
関
西
の
意
味
や
可
能
性
を

議
論
で
き
る
場
と
し
て
、
生
き
て
い
く
の
で
は
な

第
12
回
　
建
築
人
賞
発
表

主
催
‥
公
益
社
団
法
人 

大
阪
府
建
築
士
会

建築人賞記念盾「未来へ！」
グラスアーティスト  三浦啓子作

1969年 大阪府生まれ  
1992年 東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996年 イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000年　青木淳建築計画事務所勤務  
2000年 乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001年　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016年　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016年～ 横浜国立大学大学院Y-GSA教授審査委員長　　乾　久美子

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
面
に
プ
ラ
ン
が
掲
載
さ
れ
る
と
よ
り

よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
頃
、
実
家
で
定

期
購
読
し
て
い
た
週
刊
新
潮
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に

「
マ
イ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
い
う
連
載
が
あ
っ
て
、

毎
週
そ
れ
を
眺
め
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
Ｂ
５
判
の
紙
面
で
し
た
が
プ
ラ
ン
も
掲
載

さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
と
て
も
小
さ

な
プ
ラ
ン
で
し
た
が
、
建
築
の
形
を
把
握
す
る
に

は
十
分
で
し
た
。
建
築
士
の
良
心
や
苦
労
、
知
見

は
表
層
だ
け
で
は
な
く
、
深
層
に
堆
積
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
は
、
そ
れ
を
知
る
重
要
な

手
が
か
り
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
検
討
を
期
待
し
ま
す
。
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2016-20182019

建
築
人 

1

設　計／アバクス・アーキテクツ
施　工／越智工務店

建築位置／大阪府吹田市
竣工年月／ 2019 年 3 月
構造設計／明興コンサルタンツ
　　　　　沼田明樹
用　　途／幼稚園
構造・規模／混構造 地上 2 階
敷地面積／ 6,545.01㎡
建築面積／ 352.75㎡
延床面積／ 369.39㎡
写　　真／笹倉洋平

設計監理／大西憲司設計工房
施　　工／アトリエ・エイト

構造監理／天野一級建築構造設計
　　　　　事務所
建築位置／兵庫県姫路市
竣工年月／ 2018 年 11 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造（在来工法）
　　　　　　地上 2 階
敷地面積／ 175.77㎡
建築面積／ 85.17㎡
延床面積／ 127.49㎡
写　　真／福澤昭嘉

【
選
評
】

既
存
園
舎
の
耐
震
改
修
と
、
そ
れ
に

伴
う
外
構
の
整
備
が
印
象
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
回
、
審
査
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
作
品
の
中
で
、最
も
見
に
行
っ

て
み
た
い
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
道

路
側
の
法
面
が
豊
か
な
緑
の
空
間
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
活
用
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
着
目
し
、
子
供
た
ち
の
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
へ
と
転
用
し
て
い
ま
す
。

高
低
差
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
多
様

な
空
間
や
シ
ー
ケ
ン
ス
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
木
の
上
に
限

ら
れ
た
面
積
で
し
か
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
方
法
で
あ
れ

ば
、
人
が
使
え
る
場
所
が
木
々
の
中
に

お
お
ら
か
に
展
開
で
き
る
の
か
と
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
の
公
園
で
は
、

遊
ぶ
こ
と
だ
け
、
身
体
を
動
か
す
こ
と

だ
け
に
特
化
し
た
遊
具
が
目
に
つ
き
、

そ
れ
で
い
い
の
か
し
ら
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
遊
具
は
、
時
に
居
場
所

と
し
て
、
子
供
達
の
空
間
の
経
験
を

豊
か
に
引
き
延
ば
す
も
の
で
も
あ
る
べ

き
だ
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ

の
遊
具
は
子
供
た
ち
が
最
初
に
出
会
う

「
建
築
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

「
建
築
の
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
る
と
い
う

か
け
が
え
の
な
い
学
び
」
が
こ
こ
で
達

成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん

な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
し
た
。

【
選
評
】

町
家
の
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
を
継
承
す
る
こ
と
で
、
細
長
い
敷
地
が
生
き
生
き
と
し
た
物
語
と
と
も

に
使
い
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
客
間
の
独
立
性
、
中
庭
、
外
の
よ
う
な
通
り
土

間
、
メ
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
奥
庭
に
接
続
す
る
風
呂
と
い
う
よ
う
に
、
特
徴
の
あ
る
空
間
が
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
素
材
を
使
い
な
が
ら
、
和
風
の

落
ち
着
き
の
あ
る
雰
囲
気
を
獲
得
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
メ
イ
ン
の
ダ

イ
ニ
ン
グ
の
上
空
に
あ
る
、
宙
に
浮
い
た
書
斎
が
非
常
に
楽
し
そ
う
で
す
。
現
代
の
住
宅
で
難

し
い
問
題
の
ひ
と
つ
は
駐
車
場
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
家
の
形
式
性
の
中
に
、
駐
車
場
を
盛
り

込
む
こ
と
は
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
が
唯
一
、
気
に
な
る
点
で
し
た
。

建築人2019年8月号掲載

建築人2019年1月号掲載

建
築
人
賞　

ふ
じ
し
ろ
幼
稚
園

建
築
人
賞　

農
人
町
の
町
家
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設　計／竹中工務店
施　工／竹中工務店・
　　　　大和ハウス工業 JV

建築位置／兵庫県神戸市
竣工年月／ 2019 年 1 月
用　　途／事務所
構造・規模／CLT+S造・RC造
　　　　　　5 階
敷地面積／ 355.24㎡
建築面積／ 310.49㎡
延床面積／ 1,567.10㎡
写　　真／母倉知樹

設　計／ HAMADA DESIGN
施　工／ジェイプランニング

建築位置／大阪府寝屋川市
竣工年月／ 2018 年 6 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／RC造+鉄骨造+木造  
　　　　　　2 階建
敷地面積／ 211.24㎡
建築面積／ 104.76㎡
延床面積／ 89.43㎡
写　　真／笹倉洋平

設　計／竹中工務店
施　工／竹中工務店

建築位置／大阪府大阪狭山市
竣工年月／ 2019 年 3 月
用　　途／認定こども園
構造・規模／S造 2 階
敷地面積／ 4,111.99㎡
建築面積／ 1,348.28㎡
延床面積／ 1,981.22㎡
写　　真／古川泰造

【
選
評
】

近
年
の
、
木
材
に
よ
る
高
層
化
の
試
み
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

利
用
す
る
と
い
う
点
で
も
目
を
引
き
ま
し
た
。
木
造
高
層
化
の
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
耐
火
に
対
す
る
要
求
に
対
し
て
、
水
平
力
の
み

を
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
被
覆
の
要
件
を
は
ず
す
と
い
う
解
法
で
応
え

て
い
ま
す
が
、
適
材
適
所
、
無
理
を
し
な
い
木
質
化
の
一
例
と
し

て
、
普
及
す
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
い
う
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
高
強
度
で
は
な
い
材
の
利
用
と
し
て
も
、
合
理

性
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
単
に
材
を
利
用
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
仕
上
げ
に
利
用
さ
れ
る
繊
細
な
木
の
質
感
で
は
な
く
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
ラ
フ
な
感
じ
が
す
る
木
の
表
情
が
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
で
て
く
る
こ
と
に
も
新
鮮
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

【
選
評
】

キ
ッ
チ
ン
や
風
呂
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
機
能
を
、
一
律
的
に
四

畳
半
の
キ
ュ
ー
ブ
と
す
る
提
案
で
す
。
家
の
機
能
性
を
十
分
に
担

保
し
な
が
ら
も
、
慣
習
的
な
家
の
構
成
を
解
体
し
な
が
ら
、
箱
と

路
地
の
あ
つ
ま
り
へ
と
更
新
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
意
欲
的
な
作

品
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
家
ら
し
さ
が
更
新
さ
れ
た
あ
と

に
で
て
く
る
、
新
し
い
家
の
姿
と
は
ど
う
い
う
使
わ
れ
方
と
共
に

あ
る
の
か
、
も
う
す
こ
し
す
み
こ
な
さ
れ
た
状
態
で
み
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
図
面
に
あ
る
よ
う
に
、「
広
場
」
は
広
場
と
し

て
使
わ
れ
る
の
か
？
、
誰
に
よ
っ
て
？
な
ど
、
お
施
主
様
の
動
き

と
セ
ッ
ト
で
、
今
後
の
成
長
に
期
待
が
も
て
る
住
宅
だ
と
思
い
ま

し
た
。

【
選
評
】

既
存
地
形
を
い
か
し
た
豊
か
な
園
庭
や
外
部
空
間
に
特
に
魅
力
を

感
じ
た
作
品
で
す
。
空
間
と
し
て
、
子
供
達
の
遊
び
を
誘
発
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
外
廊
下
や
靴
脱
ぎ
場
な
ど
の
外
部
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
こ
ど
も
の
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た

ス
ペ
ー
ス
と
と
も
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、
基
本
が
し
っ
か
り
お
さ

え
ら
れ
た
設
計
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
保
育
室
は
、
両
側

の
ガ
ラ
ス
や
高
い
天
井
に
よ
り
透
明
感
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
中
の

活
動
が
外
へ
と
穏
や
か
に
伝
わ
る
建
築
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

建
築
人
賞
奨
励
賞　

兵
庫
県
林
業
会
館

建
築
人
賞
奨
励
賞　

四
畳
半
キ
ュ
ー
ブ
の
家

建
築
人
賞
佳
作　

大
谷
さ
や
ま
こ
ど
も
園
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●
目
的

　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会
で
は
会
報
誌
「
建
築
人
」

を
毎
月
発
行
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
第
六
七
〇
号

を
数
え
ま
し
た
。
本
会
の
会
員
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
建
築
作
品
発
表
の
機
会
を
設
け
、
建
築
技
術

の
普
及
や
会
員
の
相
互
研
鑽
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
「
建
築
人
賞
」
は
「
建
築
人
」
のGA

LLERY

頁
に
掲
載
さ

れ
た
全
作
品
の
中
か
ら
特
に
機
能
性
、
社
会
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
、

先
進
性
な
ど
に
お
い
て
優
れ
た
も
の
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
、
建

築
技
術
の
進
展
、
建
築
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、「
建
築
人
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
を

意
図
し
て
創
設
さ
れ
た
賞
で
す
。

●
審
査
経
過

　

審
査
は
公
平
性
を
重
視
す
る
た
め
、
主
に
関
西
以
外
を
拠
点

と
し
て
活
躍
す
る
建
築
関
係
者
、
学
識
経
験
者
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
第
一
一
回
か
ら
は
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
教
授
の
乾

久
美
子
氏
を
審
査
委
員
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
は
二
〇
一
九
年
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
三
二
点
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
一
次
審
査
は
誌
面
よ
り
一
般
・
住
宅
部

門
を
合
わ
せ
て
計
五
作
品
を
選
出
、
そ
の
後
、
設
計
者
か
ら
追

加
で
提
出
さ
れ
た
詳
細
資
料
を
も
と
に
二
次
審
査
を
行
い
、
最

終
的
に
建
築
人
賞
二
点
、
奨
励
賞
二
点
、
佳
作
一
点
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
機
能
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
、
社

会
性
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
表
彰

し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
対
し
て
建
築
の
魅
力
や

価
値
を
発
信
し
、
建
築
文
化
の
醸
成
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
頂
き
、
建
築

人
賞
が
大
阪
か
ら
魅
力
あ
る
建
築
情
報
を
発
信
す
る
動
機
と
し

て
成
長
発
展
し
て
い
く
よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

建
築
情
報
部
門
長　

飯
田
英
二

実
施
要
項
及
び
経
過

●
対
象
作
品

　

会
報
誌
建
築
人
二
〇
一
九
年
一
月
号
〜
二
〇
一
九
年
一
二
月
号

　
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」
掲
載
作
品
三
二
点

●
審　
　

査

　

第
一
次
審
査
（
三
二
点
か
ら
五
点
選
出
）

　

第
二
次
審
査
（
五
点
選
出
）

●
表
彰
式

　

中
止

　
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
）

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
た
た
め
行
わ
な
い
。

●
入
賞
作
品

　

建

築

人

賞

ふ
じ
し
ろ
幼
稚
園 

二
〇
一
九
年　

八
月
号
掲
載

農
人
町
の
町
家 

二
〇
一
九
年　

一
月
号
掲
載

　

建
築
人
賞
奨
励
賞

兵
庫
県
林
業
会
館 

二
〇
一
九
年　

四
月
号
掲
載

四
畳
半
キ
ュ
ー
ブ
の
家 

二
〇
一
九
年
一
一
月
号
掲
載

　

建
築
人
賞
佳
作

大
谷
さ
や
ま
こ
ど
も
園 

二
〇
一
九
年
一
〇
月
号
掲
載

建

築

人

賞　

設
計
者
に
賞
状
お
よ
び
記
念
盾
を
授
与
、

　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
主
・
施
工
者
に
賞
状
を
贈
呈

建
築
人
賞
奨
励
賞　

建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
に
賞
状
を
贈
呈

建
築
人
賞
佳
作　

建
築
主
・
設
計
者
・
施
工
者
に
賞
状
を
贈
呈
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建築人　6
　　　　　　　　　 　 2020

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二（編集人代表）
　　　　委員長　　　高原浩之
　　　　編集人　　　梅田武宏　　　笠井志保
　　　　　　　　　　河合哲夫　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　牧野隆義　　　三谷勝章
　　　　　　　　　　武藤優哉　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
室
か
ら 

五
十

相
談
が
集
中
す
る
日　
　

　

文　

橋
本
頼
幸

　

毎
年
五
月
号
の
建
築
人
で
は
前
年
度
の
建
築
相

談
室
の
活
動
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。二
〇
一
九
年
度
は

一
日
平
均
三
・
三
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。今
回

は
相
談
が
集
中
す
る
日
と
そ
の
相
談
内
容
に
つ
い
て

ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
月
号
に
も
書
き
ま
し
た
が
、一
日
の
電
話
件
数

は
、三
件
が
最
も
多
く
年
間
実
施
日
数
が
二
三
四
日
の

う
ち
七
十
七
日
・
約
一
／
三
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、一
日

八
件
以
上
の
相
談
が
あ
っ
た
日
が
五
日
あ
り
ま
し
た
。

最
高
で
十
件
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、十
月
二
十
五
日

（
金
）と
二
月
十
日（
月
）で
し
た
。十
月
二
十
五
日
か

ら
土
日
を
挟
ん
だ
翌
相
談
日
の
二
十
八
日（
月
）に
は

九
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、一
日
八
件
の
相

談
日
は
、十
一
月
十
二
日（
火
）と
十
四
日（
木
）と
近

接
し
た
二
日
で
し
た
。ち
な
み
に
、間
の
十
三
日（
金
）

は
、相
談
件
数
は
四
件
で
し
た
。一
日
相
談
件
数
が
十

件
だ
っ
た
も
う
一
日
の
二
月
十
日（
月
）は
、前
の
相
談

日
は
土
日
を
挟
ん
だ
二
月
七
日（
金
）、次
の
相
談
日
は

二
月
十
一
日
が
祝
日
な
の
で
十
二
日（
火
）と
な
り
、休

日
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。二
月
十
日
が
十
件
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、前
相
談
日
の
七
日
が
二
件
、次
の
相
談
日

の
十
二
日
が
一
件
と
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

　

建
築
士
会
の
電
話
相
談
は
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
の
三
時
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。話
の
長
い
相
談
者
だ

と
三
十
分
を
超
え
る
こ
と
も
多
く
、一
時
間
近
く
電

話
口
で
話
を
さ
れ
る
相
談
者
も
い
ま
す
。ま
た
、相
談

担
当
者
は
、そ
の
場
で
相
談
記
録
も
作
成
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
の
で
、一
件
の
相
談
に
電
話
と
記
録
作
成

を
合
わ
せ
て
三
十
分
か
か
る
と
、三
時
間
で
六
件
の
相

談
が
あ
る
と
途
切
れ
な
く
電
話
対
応
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
、か
な
り
忙
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。例
え
ば
十

　
　
編
集
後
記

笠
井
志
保

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
約
一
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。私
に
と
っ
て
は
、仕
事
の
仕
方
や
生

活
の
仕
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
一
か
月
で
し
た
。在

宅
勤
務
や
時
差
出
勤
な
ど
、働
き
方
改
革
で
な
か

な
か
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
一
気
に
進
み
、今
で
は
テ
レ

ビ
会
議
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。さ
ら
に
先
日
、緊
急
事
態
宣
言
が
五
月
末
ま
で

に
延
長
さ
れ
、こ
の
生
活
が
続
く
の
か
と
、先
の
見
え

な
い
不
安
ば
か
り
が
募
り
ま
す
。で
す
が
、い
つ
も
と

違
う
生
活
を
す
る
こ
と
で
、時
間
の
流
れ
が
ゆ
る
や

か
に
感
じ
、人
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。早
期
収
束
に
む
け
、今
は
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
で
で
き
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
人
が
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
、
建
築
で
何
が
で
き
る
の
か
？
未
来
の
た
め
に

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
を
再
度
考
え

直
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
坂
茂
氏
の

紙
管
の
間
仕
切
り
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

住
民
の
た
め
の
仮
住
ま
い
と
し
て
、
活
躍
し
て
い

る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
。
建
築
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
何
か
を
模
索
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
健
康
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

月
二
十
五
日
は
、午
後
一
時
七
分
に
最
初
の
電
話
が
か

か
っ
て
か
ら
、十
件
目
の
相
談
が
十
五
時
四
十
八
分
に

か
か
っ
て
く
る
ま
で
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
か
か
っ
て

い
ま
す
。最
後
の
相
談
が
終
わ
っ
た
の
が
十
六
時
十
五

分
で
そ
こ
か
ら
記
録
作
成
し
て
い
た
と
す
る
と
十
六

時
半
は
超
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
月
十
日
は
お
そ
ら
く
忙
し
く
て
相
談
時
間
の
記

載
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、終
わ
っ
た

時
間
は
十
七
時
二
十
五
分
と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。

十
六
時
に
電
話
相
談
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
記
録
を

ま
と
め
る
の
に
一
時
間
以
上
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

他
の
八
件
・
九
件
あ
っ
た
相
談
日
も
相
談
記
録
に

は
、電
話
が
終
わ
っ
た
の
が
十
六
時
十
五
分
を
過
ぎ
て

い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。建
築
相
談
専
用
電
話

は
十
六
時
を
過
ぎ
る
と
自
動
的
に
着
信
で
き
な
く
な

る
た
め
、相
談
者
は
十
六
時
ま
で
に
電
話
を
か
け
て
こ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。電
話
相
談
と
し
て
は
平
均

一
件
二
十
分
以
上
相
談
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
談
内
容

　

十
月
二
十
五
日
の
相
談
内
容
を
分
析
し
て
み
る

と
、相
談
時
間
は
一
件
あ
た
り
十
〜
二
十
分
程
度
、最

初
の
一
件
が
施
工
者
か
ら
の
相
談
で
し
た
が
残
り
九
件

が
一
般
の
消
費
者
か
ら
の
相
談
で
し
た
。市
役
所
や
消

費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
た
相
談
が
三
件
、過
去

に
建
築
相
談
に
電
話
や
現
地
相
談
を
受
け
た
リ
ピ
ー

タ
ー
が
二
件
あ
り
ま
し
た
。こ
の
日
は
少
し
変
わ
っ
た

相
談
が
多
く
、電
気
配
線
や
埋
設
水
道
管
に
対
す
る

問
い
合
わ
せ
や
、雨
漏
れ
の
調
査
と
家
全
体
の
調
査

を
お
願
い
し
た
い
が
一
時
間
五
千
円
と
聞
い
た
、屋
根

の
修
繕
を
自
分
で
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、地

下
の
漏
水
を
調
査
す
る
会
社
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
、で

き
れ
ば
無
料
で
お
願
い
し
た
い
、な
ど
。十
月
二
十
八
日

（
九
件
）の
相
談
の
中
に
も
、市
役
所
か
ら
の
紹
介
が

多
く
、時
期
的
な
偏
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

理
事
会
報
告

令
和
二
年
度
役
員
名
簿

役
員
48
名
（
理
事
46
名
・
監
事
2
名
）

会　
　

長

岡
本
森
廣
全
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
技
術
部
調
査
役

副
会
長

上
田
茂
久
㈱
上
田
茂
久・建
築
設
計
工
房
代
表
取
締
役

濵
田　

徹
㈱
イ
リ
ア
関
西
事
務
所
長

田
中
義
久
㈱
田
中
都
市
建
築
事
務
所
代
表
取
締
役

中
嶋
節
子
京
都
大
学
大
学
院
人
間・環
境
学
研
究
科
教
授

石
貫
方
子
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
㈱
ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
住
空
間
事
業
推
進
部
総
括
主
幹

理　
　

事
（
＊
は
部
門
長
＝
常
任
理
事
）

相
原
康
隆
栗
原
工
業
㈱
人
事
総
務
部
総
務
課
兼
技
術
統
括
部
技
術
部
課
長

＊
飯
田
英
二
㈱
Ｉ
Ｍ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
代
表
取
締
役

岩
岸
克
浩
㈱
イ
ワ
ギ
シ
取
締
役

大
附
一
彦
新
建
設
工
業
㈱
代
表
取
締
役

＊
岡
﨑　

雅
㈱
ア
ー
キ･

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ･

オ
フ
ィ
ス
代
表
取
締
役

規
工
川
和
史
規
工
川
建
設
㈱
代
表
取
締
役

北
野
幹
夫
日
本
Ｅ
Ｒ
Ｉ
㈱
大
阪
支
店
確
認
部
主
査

熊
田
將
男
㈱
安
井
建
築
設
計
事
務
所
工
事
監
理
部
長

黒
川
宗
範
㈱
大
林
組
大
阪
本
店
建
築
事
業
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
部
長

河
野　

学
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
契
約
助
手

佐
賀
弥
章
佐
賀
建
築
ま
ち
設
計
室
代
表

＊
仙
入　

洋
㈱
遊
墨
設
計
代
表

曽
我
部
千
鶴
美
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
建
築
工
房
一級
建
築
士
事
務
所
代
表

髙
原
浩
之
㈱
Ｈ
Ｔ
Ａ
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
取
締
役

竹
田
敦
子
㈱
竹
田
義
建
築
取
締
役

竹
田
雅
彦
㈱
荻
田
建
築
事
務
所
取
締
役

＊
田
中
克
之
Ａ
ｔｅ
ｌ
ｉｅｒ 

Ａ
Ｔ一級
建
築
士
事
務
所
所
長

田
端
寿
美
Ｔ
︱

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
代
表

辻
井
光
憲
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
建
築
設
計
部
課
長

津
村
泰
夫
一級
建
築
士
事
務
所
住
環
境
設
計
代
表

德
岡
浩
二
㈱
徳
岡
設
計
代
表
取
締
役
社
長

所　

千
夏
ア
ト
リ
エ
Ｃ
Ｋ
代
表

永
井　

務
㈱
竹
中
工
務
店
設
計
部
設
計
第
４
部
門
設
計
第
一
グ
ル
ー
プ
長

中
島　

薫
ナ
カ
ジ
マ
建
設
㈱
代
表
取
締
役

西
野
智
子
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
＆
Ｎ
ｉ
Ｓ（
ゼ
ロ
ア
ン
ド
ニ
ー
ズ
）一級
建
築
士
事
務
所
代
表

＊
沼
田　

亘
㈱
昭
和
設
計
代
表
取
締
役
会
長

原
田
雅
史
㈱
富
士
建
築
設
計
事
務
所
代
表
取
締
役

春
岡
須
磨
子
春
設
計
室
室
長

平
井
浩
之
大
成
建
設
㈱
関
西
支
店
設
計
部
長

藤
江
雅
文
㈱
藤
江
建
築
事
務
所
代
表
取
締
役

藤
田　

忍
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
客
員
教
授

水
谷　

敢
㈱
Ms
代
表
取
締
役

南　

勝
喜
Ｎ
Ａ
Ｍ
設
計
研
究
所
代
表

三
宅
登
美
惠
㈱
登
工
務
店
代
表
取
締
役　

山
添
光
訓
大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
室
長

山
城
健
児
コ
ー
ナ
ン
建
設
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員
営
業
本
部
長

＊
横
田
友
行
㈱
能
勢
建
築
構
造
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長

吉
村
淳
二
清
水
建
設
㈱
関
西
支
店
建
築
設
計
２
部
副
部
長

＊
芳
村
隆
史
㈱
碧
︱

Ａ
Ｏ
︱

建
築
事
務
所
代
表
取
締
役

専
務
理
事

杉
原　

繁
（
公
社
）大
阪
府
建
築
士
会
専
務
理
事

監　
　

事

尾
鍋
裕
実
尾
鍋
建
築
設
計
事
務
所
所
長

立
神
靖
久
東
大
阪
市
建
築
部
建
築
指
導
室
長
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大阪北NKビル（ホテルヴィスキオ大阪）　竹中工務店

「森の寛ぎ」空間を創出
　400 室をもつ宿泊主体型のホテルの計画敷地の北隣地に庭
園が隣接している。さらに周辺は梅田北地区の再開発により街路
樹や民間敷地内の庭園など、緑の広がりが形成され、大阪・梅
田駅から徒歩圏内に立地する都心でありながらも、自然のおおら
かさが同時に存在している。そんな場所で建築・インテリア共に自
然的なモチーフを取り入れ内外の繋がりを感じることができる空間
を創出した。
　どこにいても外との繋がりを感じられる空間づくりをするため、庭
園の緑を保持し、借景としながら緑を内部まで引込むことで森の中
にいるような寛ぎの空間を演出した。共用部空間では常に庭園と
視線が繋がりながら自然光が降り注ぐトップライトとルーバー天井を
組み合わせることで、森の中にいるような空間を創出した。
　建物の全周を覆っている室外機等が組み込まれたバルコニー
は、ルーバーの組み合わせにより自然の陰影を表現しながら、奥行
寸法に操作を加えることでおおらかさを都市風景に表出している。
　一貫して自然的な要素を内外部に渡り昇華させることで建築全
体が通奏低音のように調和しながら佇む空気感をつくりだす。
撮影：母倉知樹　第39回大阪都市景観建築賞建築サイン・アート賞受賞作品

■プロフィール
鈴木　雅史（すずき・まさし）
2003年 早稲田大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門課長

沢田　拓郎（さわだ・たくろう）
2015年 日本大学大学院卒業後
 株式会社竹中工務店に入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
施　　工：株式会社竹中工務店
所 在 地：大阪市北区芝田2丁目4番10号
用　　途：ホテル
建 築 主：JR西日本不動産開発株式会社
敷地面積：3,201㎡
建築面積：2,247㎡
延床面積：13,762㎡
構造規模：S造、地上8階
工　　期：2017年3月～2018年4月
（基本計画・設計監修・監理：安井建築設計事務所）


